
〔研究ノート〕

Gateway Community考

ー中世ヨーロッパ経済史への一視点ー

光畑ー司

ヨーロッパ中世初期経済史は，かってはヒ°レンヌ・テーゼをめぐって論争が展開され

た。この論争の主眼点は， イスラム勢力の進出に伴うヨーロッパヘの影響をどのように評

価するか，ということであり，従って経済の変化の指標とみられる 7世紀の金本位制から

銀本位制への移行も， イスラムをはじめとする，外部からの影響を重視した解釈が行われ
R 
た。しかしながら古銭学をはじめとする様々な発掘の成果があらわれるについて，外部か

らの影蓉による変化ではなく， ヨーロッパ内部の変化にその原因を求めようとする主張が
R 

あらわれてきた。最近の，考古学その他の隣接諸科学の発展によって可能になった。これ
④ 

まで以上に詳細な考察は， この傾向を強めているようである。その中でも特に注目される

のが，経済人類学の援用である。この小稿では，まず経済人類学と歴史学の関連について

述べ (I)，つづいて， K・G・ハースの提案した gatewaycommnnity（主要な交易ルー

卜沿いにできる共同体）のモデルを (Il)，最後にこのモデルをヨーロッパ中世布］期の社

会的経済的変化に適用して解釈した R・ホッジスの説 (Ill)を紹介し， ヨーロッパ中世

初期経済史の一つのボイントである金本位制から銀本位制への移行の意味を探ってみた

しヽ。

(I) 

R 
経済人類学は， 1920年代に，マリノフスキー『西太西洋の遠洋航海者』やM ・モス『贈
⑥ 

与論』によってはじまったとされているが，その後原始経済をどう見るかをめぐって論争

が展開され，原始経済は現在の経済よりも交易の規模が小さく，その構造も複雑ではない

ので， ミクロ経済学できると主張する Formalist（形式主義者）に対し，原始経済は近代

市場主装経済とは異なった体系をもつので， 新しい解釈の枠組みをつくる必要があると
⑦ ⑧ 

主張した Substantivist（実在主義者）の主張が主流とった。そしてK・ボランニ， M・
R 

サーリンズらが贈与，互酬性，再分配などの概念を使って原始経済を分析し，そのような
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社会においては，経済は社会関係の中に深く埋めこまれている（つまり両者は深く互いに

かかわりあついる）と主張するにいたったのである。

一方，歴史学の分野では，グVヴィチがモス『贈与論』等の成果をふまえて．ヨーロッ

パ中世における社会関係は近代のそれとは異なると考えられること，特に中世初期の研究

には，近代社会とではなく前階級的な社会構造，いわゆる原始的な社会的諸構造と対照す
⑩ 

べきこと，そしてこのモデルを提供してくれるのが文化人類学であることを主張した。ま

たP・グリアソンは， 7~8世紀のアングロ・サクソン社会における貨幣の断絶期に，物

々交換や親族間の贈与交換がおこなわれたこと，また銀貨の使用が交易を容易にし，資本
⑪ 

の貯蔵と蓄積を可能にした事を主張した。そして L•K ・リトルは， 6世紀のブルグンド

王グントラムと， 10世紀のオルレアン司教の，偶発的な金の発見に対する反応のちがいの

中に，各々の社会が持つ経済的な背景の対照を示し，その金で装飾品をつくらせた前者の

場合を「贈与経済 gift-economy」と名づけている。そしてそのようなゲルマン民族大移
⑫ 

動後の経済については，人類学からのアプローチが有効であると主張している。

このように人類学の成果は， ヨーロッバ中世史の研究に生かされているようであるが，

ここで紹介する gatewaycommunity のモデルは， 中央メキンコの初期・中期形成期

(B. C.1200~B. C.500) (1図， 3 図参照］における遺跡の調査を通じて， K•G ・ハ
⑬ 

ースが交易制度の成長に伴う社会の変化について示したモデルであり，その考え方をR・
⑭ 

ホッジスがヨーロッパ中世初期の社会に適用したものである。

(Il) 

それでは gatewaycommunity とは何か。その概略を知るために，ハース『地域間交
⑮ 

易と先史時代の gatewaycommunity』の冒頭から引用してみよう。

「日用品の地域間交易は，複合社会の形成において重要であったようである。互酬

経済から再分配経済への移行は，長距離交易の制度化を伴う。 gatewaycommunity 

とよばれる重要な定住地が，自然を利用した取引ルート沿いの， 日用品の重要な集

散地に出現した。中央アメリカの形成期 (FormativeMesoamerica 3図参照）に

おいて，長距離交易や地域経済を市場中心地の出現と結びつける一つのモデルが構

成される。 gatewaycommunityのモデルは，中心地の公式よりも有効に初期の地

域間の交易を描く。 このモデルは， メキンコのモレロスにおけるカルカトジンゴ

(calcatzingo 1図2図参照）から集められたデータに照らして調査されるが，この

共同体は，中央アメリカの形成期 (3図参照）の前半に，地方交易と長距離交易の

両方において重要な位置を維持していた。」

さて中央アメリカでは，異なった地域に出現した経済制度によって， B.C.2000年期ま

でには階層化の過程がはじまっており， B.C.1400年までには初期の交通網が，グルフ沿

岸，チアパスの太平洋沿岸，オークサカ河谷と中央メキンコ高地に存在した。そしてこれ
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1図 中央メキシコ高地における初期形成期の遺跡

らの交易網は，各々の限定された小地域の中で，地方的商品の動きを扱ったようである。

しかしながらB.C.1400年以後になると地域間の交易が見られるようになる。未加工・

加工の日用品・非日用品が長距離を動吾，その中には黒IIli]石・ヒスイ・トルコ石などの稀

少品も含まれていた。そして中期形成期のはじめには，仲介交易と長距離交易が中央アメ

リカの多くの地域で強化されており，同期のカルカトジンゴB層 (3図参照）の急速な発

展は，中央メキンコとの gatewaycommunityとしての新しい役割を反映している。

ところで，これらの解釈について，彼はまず永続的な指導権を伴う階層社会の出現が，
⑯ 

資源の生産と再分配による支配と密接に関係することから次のように考える。すなわち，

長距離交易の増加が初期の首長社会の出現と共におこったこと，交易が社会の階層化を促

進する重要な要素であったこと（特に原料の交易）， そして初期形成期の間， 支配階層が

その地位を守るために必要とした廂品（以後これを特権鹿品とよぶ）が異なった社会にあ

る高い階層の人々を結びつけ，儀礼的なネットワークを通じてそれらが交換されたので，
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2図 中央メキシコ高地における伝達の自然ルート

従って階層化された個人の数が増加すると，階層を示すしるしとしての異国の商品の要求

も増えたということである。
⑰ 

また中央アメリカの初期形成期には， 日用品は異なった地域に位隠した取引相手との間

で，互酬交換を通じて動いたようであるが，商品の供給が予知できないという問題があっ

た。そのため首長社会になると，首長は資源の蓄積・貯蔵・再分配などの管理に資任を負

うようになり，従って日用品の流れの変動は首長の地位の転覆さえも尊くことがあったた

めに，交易の制度化がすすめられたのである。

この交易の制度化は，新しく獲得した商品を古いネットワークを通じて地方に割りあて

たために，重要な日用品は，異国的な商品と共に地域間で動き，これらの尚品の収集・準

備・移動が複雑になるにつれて，交易制度を改良する必要がでてきた。こうして地域間交

易の強化が新しい形の社会経済組織の出現を促し，交易の専門家があらわれ，地域間交易

の増加によって繁栄する交易ルート沿いに， ある共同体がおかれるようになる。 これが
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3図 中央メキシコの年代相

gateway communityである。

この gatewaycommunity は，取引の増加に対応するものか，あるいは人がまばらで

あった辺境への定住に対応するものとして発展し，次のようなところおかれた。

・鉱物・農業・工業の高い生産力をもつ地域間の，重要な通路や自然を利用した伝達

のルート沿い。

・稀少品の需要や供給が高かったところ。

・異なった技術をもつ共同体の接点。

・社会政治的複合体の異なったレベルの接点。

そしてこの共同体の機能は，交易を通じて日用品の需要を満足させることであった。

また gatewaycommunity は，円あるいは六角形の対称的にまとまったサービス・エ

リアの中心に存在する定住地である isolatedstateや centralplaceに対して，その後

背地の一方の側に存在した (4図参照）。 これらの後背地は細長い扇のようであり， 各々

の gatewaycommunityから外へ向かっており，個々の共同体は直線的な，あるいは樹
⑱ 

枝状の (dendritic)市場網を通じて gatewaycommunityと結びつけられていた。

ところでこの樹枝状のネットワークは多くの原始経済の特徴であり，人口がまばらで輸

送が困難か未発達なところ， そしてその経済が強い外的志向を持つところでよく見られ

る。そして樹枝状の定住様式は， gatewaycommunityとその後背地を結びつける最も有

効な構造であり， gatewaycommunity は輸送の費用を最少限に保つために重要であっ
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た。

このように gatewaycommunityは安定した供給のラインを保ったが，輸送力が低か

ったために経済の変化に対応できなかった。そしてその後背地が広がって他の地域との競

争がおこった時，その広がった後背地のために，これまでの gatewaycommunityに代

わって中心地が機能しはじめ，日用品の縦断的な動きを弱めた。そして取引の増加と共に

おこった。より大きな経済的競争を勝ちぬくためには，今まで以上に大きな権威をもった

社会政治的権力が必要となった。そしてその権力を握った者が中心をおさえていったので

ある？

(ill) 

以上に見てきたような gatewaycommunityのモデルをヨーロッパ中世初期の歴史に
⑳ 

適用したのが R・ホッジス『gatewaycommunityの改革， その社会的経済的関係』で

ある。この論文で，彼は gatewaycommunityと政治権力との関係を論じているが，そ

の関係は北海・バルト海沿岸のエンフォリア（貿易港）の発掘が進んだ結果可能になった

もので， 3 段階にわかれ (A• B • C段階と区別），その特徴として B段階の計画された

性格をあげている (6図参照）。

彼はまず，この gatewaycommunityは，ローマ以後では7世紀に，フランス，西ド

イツ，低地地方を含むに至った王国，つまりフランク王国が，その王国の境界をこえて，

より小さくより複雑でない領域（国家）， すなわちアングロ・サクソンの七王国， アイル

ランド， スカンジナビア等と交易をはじめた時におこった，と主張した。そしてフラン

ク王国を第一地域 その周辺の地域を第二地域とすれば， 第一地域と第二地域の接点に

gateway communityは発生し， 第一地域は第二地域から原料を得るために， 第二地域

は第一地域との関係によって第二地域内の支配階層の地位を強化するためにこの交易関係

が使われた， と主張した。

そして先述したように，エンフォリアの発掘は，この gatewaycommunityが3段階

を経て展開したことを示しているが，彼はそれを次のように解釈する。

A段階は，王（首長）の直接的で不規則な交易に代わる，より規則的な長距離交易がお

こなわれた結果であり， gatewaycommunityの設置は，王（首長）がその共同体を安定

させた後に，共同体の境界に外国人の足場としてつくったものであること，そしてその足

場は非永続的なものであり，同時代の村落定住地等と大して規模がちがわなかったことを

示している。

これに対し， B段階では第一地域と第二地域の間の交易が非常に増加したことを示して

おり，このことはおそらく第二地域において，王（首長）が高い権威をもってその地域を
⑪ 

社会的政治的に統合した結果のようである。

このB段階の gatewaycommunityの最も広く調査された例は，ライン河口のドレス
⑫ ⑳ ⑭ 

タット，南サザンプトンのハムウィフ， イースト・アングリアのイプスウィチ，北ドイツ
⑮ 

のハイタプである (7図参照）。これらは複雑な街路のパターンをもち， （ドレスタット以
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外は）格子網の上におかれている (6図参照）` そして土着の商人だけでなく外国の商人

によっても使われた住居や倉庫を含んでおり，同時代の他の定住地と比べ， 5 ~10倍の広

さを有したことが示されている。彼はB段階のこれらの用地が，近代市場以前の交易の最

大化を示すもので，そして商品の樹枝状のネットワークによる流れが輸入品などから明ら

かであると主張する。

これらの A・B段階に比べ， C段階の遺跡は， C・スミスによって ‘‘solarcentral 
⑲ 

system' と名づけられたように， 非常に異なった機能をもち， 従って定住の連続性にも

かかわらず gatewaycommunityとは，厳密に言えば異なるものであった。

以上の解釈から，彼はA・B段階の gatewaycommunityが，ローマ以後のヨーロッ

バにおける階層社会の変化の研究に適したものであり，一方C段階のそれは競合市場の出
佐

現と結びついた。中世国家の形成に付随したものであることを示し，そして地方化された

経済活動を維持しながら，階層社会から中世国家の創設への移行の核となったのが， ロー

マ以後のこれらのエンフォリアの特徴であったことを主張したのである。

要約すると，支配領域を安定させた王（首長）は，その地位を保つために日用品，特権

商品の交易の制度化とその支配をめざして，他の共同体との接点に gatewaycommunity 

をおいた (A段階）。従ってこの交易は， 当初は吾びしい支配をうけたが，交易量が増加

するにつれて管理は困難となっていった (B段階）。そして gatewaycommunityは後

背地の一方の側にあったために，交易風の増加に対応しきれず，その機能を失い，中心地

がそれに代わった (C段階）。 この結果，競合市場を伴う， より広くより複雑な社会的経

済的制度があらわれた。第一地域ではンャルルマーニュ支配下のフランク王国が，第二地

域ではオッファ支配下のマーツァがこれに相当する。従ってオッファ王によって鋳造され

たぺニ， ヒ゜ヒ°ン・ンャルルマーニュによって改革革され，鋳造されたデナリウス等の銀貨

は，それまで一部の支配階層の地位強化に対して，より広く複雑になった社会的経済的変

化に対応するために，市場を通じての経済統制を試みて発行されたものであり， リトルの

主張したところの，贈与経済に支配された首長国 (chieftain)から，新しい制度をもつ中

世国家への変化を示す指標となるのではないだろうか。

では最後にホッジスの論文の最後の部分を引用して，この小稿を閉じたい。

「結論を言えば，歴史的に限られた空間のデータによる比較研究は，いくらか詳細

に階層社会における変化を理解する助けとなるであろう。それは発生と変化につい

て，直線的にその成長をみる。時としてあいまいな概念よりも，正確に，それに代

わるべき考古学的モデルを明確に表わすことができる。（アダム 1975)。

gateway communityは最も容易に発見される遺跡であり， 2つの社会政治的に

異なる地域の商品と輸送についての，考古学的にユニークな視点を提供する。さら

にこの遺跡における変革は，生産の手段を最少化する生計段階から政治的にその手

段を最大化する中世初期の移行を示すために使える主な示唆の一つである（アール

1977)。 これらの中心の創設と発展は， 従って中世ヨーロッパ国家の誕生を導く，

長期間の社会的変化を観察する機会を与える。」
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注

① ヒW ンヌ・テーゼについては， ヒ°レンヌ（佐々木克巳，中村広訳，増田四郎監修）『ヨ

ーロッパ経済の誕生』〔創文社 名著翻訳叢書 1960]，ヒ°レンヌ（佐々 木克巳訳）『中

世都市』〔創文社歴史叢書 1970]を参照。彼の主張によれば， ヨーロッパ世界の誕

生を促したものはイスラムの進展によるヨーロッパの地中海からの分離であった。

③ ヒ°レンヌをめぐる論争については， ヒヤンヌ他（佐々木克巳編訳）『古代から中世

へ』〔創文社歴史叢書 1975]，森本芳樹『西欧中世経済形成過程の諸問題』〔木鐸社

1978J。

③ 貨幣史の分野からこの主張をしたのが K.F. Morison "Numismatics and Carolin-

gian trade : a critique of evidence’'〔SpeculumVol. 38. pp.403-32, 1963J。

④ これらの成果をまとめて，中世国家の形成過程を構成したのが， R.Hodges, "Dark 

Age Ecomics : The origin of town and trade A.D. 600-1000"〔London1982〕

である。
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